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こ協力を

よろしくお願いいたします
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就
任
の
ご
挨
拶

６
月
に
書
面
開
催
さ
れ
た

「広
島
県
林
業

改
良
普
及
協
会
　
〈「
和
３
年
度
通
常
総
会
」

の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
第
７
代
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
梶
保
と
申
し
ま
す
。
微
力
で

す
が
当
協
会
の
発
展
に
尽
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
前
会
長
と
同
様
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
昭
和
３０
年
１１
月
２２
日
に
発
足

以
来
６５
年
余
、
そ
の
間
機
関
誌
で
あ
る

「ひ

ろ
し
ま
の
林
業
」
の
発
行
を
続
け
、
現
在

８
４
７
号
を
数
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
編
集
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
県
当
局

及
び

（
一
社
）
広
島
県
森
林
協
会
、
広
島
県

森
林
組
合
連
合
会
等
の
関
係
団
体
、
並
び
に

ご
購
読
い
た
だ
い
て
き
た
読
者
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
（公
社
）
広
島
県

み
ど
り
推
進
機
構
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
前

記
の
２
団
体
と
と
も
に
４
者
で

「林
業

・
環

境
緑
化
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
瞬
く
間
に
拡
散
し
、
こ
れ
に
伴
う
経
済
活

動
の
停
滞
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
林
業

・
木
材
産
業
に
お
い
て
も
新
設

住
宅
着
工
戸
数
の
落
ち
込
み
等
、
本
材
全
般

の
需
要
減
少
が
生
じ
て
い
ま
す
。　
一
方
、
米

国
等
で
の
経
済
回
復
に
伴
う
木
材
価
格
の
高

騰
も
起
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
、

次
の
１０
年
間
に
お
け
る
広
島
県
の
目
指
す
姿

と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性
を
示

す

「安
心

▽
誇
り
▽
挑
戦
　
ひ
ろ
し
ま
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
さ
れ
、
ま
た
、
農
林
水
産
業

で
も
こ
れ
を
実
現
す
べ
く
、
「
２
０
２
５
農

林
水
産
業
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
は
発
足
以
来
、
県
の
林
業
普
及
指

導
行
政
と

一
体
と
な

っ
て
事
業
を
遂
行
し
て

お
り
、
今
後
も
県
当
局
の
森
林
資
源
の
循
環

利
用
な
ど
の
施
策
と
呼
応
し
な
が
ら
、
関
係

団
体
と
の
連
携
を

一
層
強
化
し
、
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
専
心
努
力
を
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
支
援
。ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

　

　

◆

　

　

◆

【ご
案
内
】

月
刊
誌

『ひ
ろ
し
ま
の
林
業
』
と

『林
業
新

知
識
』
を
セ
ッ
ト
で
お
届
け
す
る
当
協
会
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
広
島
県
林
業
改
良
普
及
協
会
会
費

４
２
０
０
円

（年
会
費
）

○
月
刊
誌
の
単
独
購
読
も
で
き
ま
す
。

。
『ひ
ろ
し
ま
の
林
業
』
年
間
購
読
料

２
１
０
０
円

。
『林
業
新
知
識
』
年
間
購
読
料

２
１
０
０
円

ま
た
、
月
刊
誌

『現
代
林
業
』

の
ご
購
読
も
お

勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

○

『現
代
林
業
』
年
間
購
読
料

４
７
０
０
円

□
お
申
し
込
み
と
料
金
の
支
払

い
方
法

。
お
申
し
込
み
は
当
協
会
事
務
局

へ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
電

子
メ
ー
ル
、
お
電
話
で
も
結
構
で
す
。

・
料
金
の
お
支
払

い
は
、
ご
請
求
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た

は
銀
行
か
ら
の
振
込
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
お
届
け
方
法

。
当
協
会
事
務
局
か
ら
の
直
接
手
渡
し
、
も

し
く
は
郵
便

（送
料
は
当
協
会

で
負
担
）

に
な
り
ま
す
。

広
島
県
林
業
改
良
普
及
協
会

〒
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５
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５２
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広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

里
山
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局

み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
紹
介

緑
化
セ
ン
タ
ー
里
山
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
人
々
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
自
然
探
索
や
野
鳥
観

察
、
サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
の
名
所
と
し
て
年
間

約
１０
万
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
１
２
５
ｈ
ａ

に
も
及
ぶ
園
内
の
里
山
林
景
観
保
全
や
園
内

清
掃
活
動
な
ど
に
、
２
団
体
が
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

０
　
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

開
園
か
ら
４０
年
を
経
過
し
た
園
内
は
、
多

く
の
樹
々
が
生
茂
り
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林

や
松
く
い
虫
被
害
本
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
た
め
、
平
成
２５
年
か
ら
３
年
間
、

林
野
庁
の

「森
林

・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
交
付
金
」
の
助
成
を
受
け
、
渓
畔
林
約

５
・０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
整
備
を
実
施
し

た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。
会
員
は
、
チ

ェ
ン
ソ
ー
の

扱
い
や
伐
倒

技
術
の
経
験

が
深
い
エ
キ

ス
パ
ー
ト
集

団
で
、
園
路

に
か
か
る
危

険
本
や
高
本

の
処
理
も
危

な
げ
な
く
処

理
し
て
い
ま

す
。

０
　
こ
れ
か
ら
の
活
動
と
新
た
な
展
開

定
例
活
動
日
は
第
１
央
曜
日
で
す
が
会
員

数
が
増
え
な
い
の
が
悩
み
で
、
新
会
員
を
勧

誘
す
る
た
め
８
月
に
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
技
術

（安
全
指
導

。
基
礎
技
術
）
に
関
す
る

「
チ

ェ
ン
ソ
ー
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

員
の
中
に

「チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
」
で
テ
ー

ブ
ル

・
イ
ス
や
彫
刻
な
ど
を
製
作
さ
れ
る
方

も
お
ら
れ
、
次
は
こ
の
体
験
会
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

ｍ
　
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

平
成
１５
年
に
地
元
有
志

。
自
然
愛
好
家
な

ど
で
活
動
を
開
始
し
、
里
山
景
観
保
全
を
目

的
と
し
た
伐
採

・
剪
定
な
ど
の
森
林
整
備
及

び
園
路
の
補
修

（第
２
水
曜
日
）
と
、
園
内

の
清
掃
活
動

（第
３
曜
日
）
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
園
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に
協

力
す
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
期
間
の

「
自

由
工
作
塾
」
で
は
子
供
た
ち
に
本
の
実
や

木
材
な
ど
を
使

っ
た
本

エ
ク
ラ
フ
ト
を
指

導
し
て
交
流
を
図

っ
て
い
ま
す
。
園
内
に

は

「森
づ
く
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
森
」
や

「企

業
の
森
」
と
し
て
県
内
企
業
と
利
用
協
定

を
締
結
し
た
森
林
が
多
く
設
定
さ
れ
て
お

り
、
社
員
研
修
や
森
林
整
備
活
動
な
ど
の

際
に
指
導
者
と
し
て
技
術
指
導

。
安
全
指

導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

０
　
こ
れ
ま
で
の
受
賞
歴

平
成
２９
年
６
月
に
第
２８
回
全
国

「み
ど
リ

の
愛
護
」
の
つ
ど
い
に
お
い
て
、
み
ど
リ

高木の伐倒作業

チェンソー体験会

チェンソーアー ト作品

ふれあいの森づくりへの貢献

(国土緑化推進機構理事長感謝状 )

森林整備作業の打合せ

の
大
切
さ
を

伝
え
る
活
動

が
評
価
さ
れ

国
土
交
通
大

臣
か
ら
功
労

者
表
彰
を
受

け

ま

し

た
。

ま
た
、
令
和

２
年
１０
月
に

は
、
ふ
れ
あ

い
の
森
林
づ

く
り
に
顕
著

な
功
績
が
あ

っ
た
こ
と

で

国
土
緑
化
推

進
機
構
理
事

長
か
ら
感
謝

状
を
受
け
て

い
ま
す
。

■■■

ふ
れ
あ
い
湧

（
ワ
ー
ク
）
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

清掃活動 (レス トハウス裏の側溝)森 林整備・遊歩道整備
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晨 魏

開会式 前垣壽男会長 挨拶   開会式 小野申人市長 歓迎の挨拶

広島県緑化功労賞表彰式   「府中市立上下南小学校」ひろしま「山の日」宣言

燎
〔一嘲̈ 府

中
市
な
ど
、

広
島
県
内
８
の
会
場
で
開
催
！

６
月
の
第

一
日
曜
日
は
、
身
近
な
里

山
ヘ
ー

「山
に
親
じ
む
、
山
を
楽
し
む
、

山
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和

３
年
８
月
８
日

（
日

・
祝
）
に
延
期
開

催
と
な
り
、
第
１９
回
ひ
ろ
し
ま

「
山
の

日
」
県
民
の
集
い
が
、
府
中
市
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
広
島
県
内
７
市
町
８
会
場

で
里
山
の
手
入
れ
、
森
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
、
自
然
観
察
会
な
ど
の
様
々
な

プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会

場
の
特
徴
を
活
か
し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
の
事
業
が
、
ひ
ろ
し
ま

「山
の
日
」

県
民
の
集
い
の
大
き
な
特
徴
と
な

っ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
台
風
９
号
の
影
響
を
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
む
天
候
の
く

ず
れ
も
な
く
、
署
い

一
日
と
な
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で

森
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
山
や
自
然
の
愛

好
家
な
ど
多
く
の
県
民
が
参
加
さ
れ
、

里
山
の
手
入
れ
な
ど
の
各
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
身
近
な
里
山
と
ふ
れ
あ
う
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
府
中
市

会
場
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

■

開
会
式
の
様
子

衆
議
院
議
員
の
佐
藤
公
治
様
、
小
島

敏
文
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々

に
ご
臨
席
賜
り
、
府
中
市
立
上
下
南
小

学
校
５
・６
年
生
２０
人
に
よ
る
和
太
鼓

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕
開
け
し
、
約

４
０
０
人
の
参
加
の
も
と
開
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
府
中
市
立
上
下
南
小
学

校
の
６
年
生
二
人
が
、
「山
か
ら
流
れ
出

る
水
は
、
生
き
物
や
田
畑
を
潤
す
。
山

を
大
切
に
す
る
人
を
増
や
し
て
い
く
」

と
力
強
く
山
の
日
宣
言
を
し
、
身
近
な

里
山
の
保
全
の
大
切
さ
を
再
確
認
で
き

た
開
会
式
と
な
り
ま
し
た
。

■

メ
イ
ン
会
場
の
内
容

会
場
に
は
、
府
中
家
具
の
端
材
を
活

用
し
た
打
楽
器
カ
フ
オ
ン
製
作
体
験
、

丸
太
切
り
体
験
や
岳
山
山
頂
か
ら
小
型

無
人
機
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
山
頂
付

近
の
映
像
の
仮
想
現
実

（
∨
Ｒ
）
の
視

聴
体
験
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
の
方
々

が
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
で
は
、
府
中
市
出
身
の
太
鼓

ユ
ニ
ツ

ト
我
龍
代
表
の
竹
内
孝
志
氏
の
ト
ー
ク

シ
∃
―
や
府
中
市
立
上
下
南
小
学
校
５
、

６
年
生
た
ち
に
よ
る
和
太
鼓
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
来
場
者
を
癒
し

丸大切り体験ふちゅうカフォン制作体験の様子

■参加者一覧

府中市会場 矢野温泉公園四季の里 400人 20人

東広島市会場 東広島市憩いの森公園 119人 81人

廿日市市会場 もみのき森林公園 500人 15人

0人(広島県緑化センター) 43人市会場
しま遊学の森

広島
ひろ (広島市森林公園) 27人 27人

福山市会場 ふくやまふれ愛ランド 14人 14人

北広島町会場 ノヽ幡高原 128人 41人

竹原市会場 竹原市役所 多数 0人

山の手入れ等参加者会   場   名

1,231人 198人計

※山の手入れ等は、山の手入れ、植樹、登山道整備、清掃など

4

中国新副社 .

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ド
ロ
ー

ン
の
デ

モ
フ
ラ
イ
ト
実
演
や
操
縦
体
験

に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
大
変

に
ぎ
わ

っ
て
お
り
ま
し
た
。

■

今
後
に
向
け
て

府
中
市
会
場
実
行
委
員
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
が

一
致
団
結
し
、
地
域
全
体
で

盛
り
上
げ
て
お
ら
れ
、
と
て
も
良
い
集

い
と
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
閉
会
式
で

は
、
来
年
度
開
催
地
予
定
の
神
石
高
原

町
の
担
当
者
さ
ま
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
対
し
て
温
か
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
、
「山
の
日
」
フ
ラ
ッ
グ
の
引

継
ぎ
も
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
集
い
全
体
の

一
層
の
工
夫

や
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
広
島
県

内
２３
市
町
が
集
い
の
会
場
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

椰

I_生

L

輌 ‐
ゝ



二
景

三
景
園
は
、
広
島
空
港
の
開
港
を
記
念
し

て
１
９
９
３
年
に
造
ら
れ
た
面
積
約
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
築
山
池
泉
回
遊
式
庭
園
で
す
。

広
島
県
は
中
国
山
地
の
南
面
に
位
置
し
、

起
伏
に
富
ん
で
お
り
、
豊
か
な
森
林
を
背
景

に
、
数
多
く
の
渓
谷
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
谷

間
に
は
、
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
山
里
が
点
在

し
、
さ
ら
に
海
岸
部
に
は
、
宮
島
に
代
表
さ

れ
る
瀬
戸
内
海
の
景
勝
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
風
景
を
、
日
本
庭
園
の
手
法

を
用
い
て
、
庭
園
化
し
た
も
の
が
こ
の
庭

園
で
す
。

こ
の
庭
園
は
、
三
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
出
来

て
い
ま
す
。　
一
つ
は
、
自
然
林
を
生
か
し
た

山
の
ゾ
ー
ン
、
そ
こ
か
ら
高
低
差
約
１４
メ
ー

■

ト
ル
の
滝

「
三
段
の
滝
」
。
次
い
で
、
里
の

ゾ
ー
ン
に
は
、
竹
林
、
梅
林
、
た
め
池

（里

の
池
）
、
も
み
じ
谷
を
配
し
、
山
里
を
イ
メ

ー
ジ
し
ま
し
た
。
も
う

一
つ
の
海
の
ゾ
ー
ン

は
、
大
海
と
中
島
群
、
橋
、
そ
れ
に
数
寄
屋

風
水
上
建
築
の
庭
園
事
務
所

（潮
見
亭
）
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宮
島
を
連
想

し
た
施
設
で
、
大
海
は
、
瀬
戸
内
海
を
表
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
名
称
は
山

・

里

・
海
の
三
つ
の
風
景
に
ち
な
ん
で

「
三
景

園
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

こ
の
庭
園
の
特
徴
は
、
約
７
０
０
０
ト
ン

に
も
及
ぶ
広
島
県
内
産
の
自
然
石
と
空
港
工

事
で
出
た
石
を
使

っ
て
い
る
こ
と
で
、
雄
大

な

″庭
園
景
観
ク
を
造

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

植
栽
に
用
い
た
樹
本
は

「山
取
り
」
と
い
わ

れ
る
造
園
の
手
法
で
、
自
然
林
か
ら
直
接
移

植
し
ま
し
た
。
「
三
景
園
」
は
広
島
の
空
の
玄

関
に
ふ
さ
わ
し
い
名
園
と
い
え
る
で
し
よ
う
。

ア
ジ
サ
イ
の
季
節
の

「花
ま
つ
り
」
と
並

ん
で
三
景
園
で
人
気
が
高
い
の
が
、秋
の
「も

み
じ
ま
つ
り
」
。
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
モ

ミ
ジ
を
中
心
に
約
６
０
０
本
の
モ
ミ
ジ
か
ら

な
る

「も
み
じ
谷
」
を
は
じ
め
、
美
し
い
紅

葉
と
日
本
庭
園
の
風
情
を
楽
し
め
る
季
節
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

特
に
夜
間
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
幻
想

的
な
紅
葉
は
、
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
み
楽
し

め
る
絶
景
な
の
で
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

三
景
園
で
お
勧
め
な
の
が
、
大
き
な
錦
鯉

で
す
。
餌
を
や
る
と
大
群
が
押
し
寄
せ
る
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
鯉
え
さ
無
料

券
を
べ
―
ジ
の
下
に
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

迫
力
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
中
央
森
林
公
園
に
は
、
お
も
し
ろ
自

転
車
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー

広
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ミ
ニ
コ
ー
ス
、

長
い
滑
り
台
が
あ
っ
て
飛
行
機
が
間
近
に
見

れ
る
ピ
ク
ニ
ツ
ク
広
場
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

が
余
裕
で
２
面
と
れ
る
運
動
広
場
、
空
港

・

中
四
国
山
地

。
瀬
戸
内
海
を
大
パ
ノ
ラ
マ
で

見
れ
る
展
望
広
場
、
小
型
犬
と
走
り
回
れ
る

ド
ッ
ク
ラ
ン
な
ど
、
色
ん
な
施
設
が
あ
る
の

で
年
間
を
通
じ
て
色
々
楽
し
め
ま
す
。

三景園紅葉

三景園ライ トアップ

計

おもしろ自転車

ピクニック広場 (長いすべり台)

餌に群がる鯉

広島県立

中央森林公園
ホームベージ

水温が 15℃以下の冬季には使えません。
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森林・林業・環境緑化をテーマにした写真を募集します。

締め切り

令和4年 1月 31日0
お問い合わせ。送り先

広島県林業改良普及協会
〒730‐ 8511広島市中区基町10‐ 52広島県庁林業課内
TEL.082‐ 513‐4840  FAX.082‐ 223‐ 3583

■題 材

①県民参加による森林整備やその普及。啓発活動、その

成果を示す風景。②県内の林業作業風景 (植樹を含む)、 林

相、山村の民家、森、奇岩、山村の祭り、木造建築、木材の

加工、林産物生産などを対象としたもの。③学校。工場。広

場などの環境緑化のための植樹作業風景、森林レクリエー

ション施設などの利用風景などを対象としたもの。

■サイズ

2L版 (12.7cm× 17.8cm)カ ラー、縦位置も可
■作 品

未発表の作品に限ります。
「林業・環境緑化写真コンクール応募票」に住所、氏名、

撮影年月日、撮影場所、主題と簡単な説明を記入し、写真
の裏へ貼付してください。なお、出品点数に制限はありま
せん。

応募資格

県内在住の方ならどなたでも。ただし、職業写真家はこ

遠慮ください。

賞および賞品

特選2点、(賞金2万円)、 入選10点、(賞金5千円)、イ圭作若二F(賞金3千円)

入選発表

結果は、令和4年 4月 1日③広島県林業改良普及協会発行の
「ひろしまの林業」及びホームページ上にて発表します。

その他

特選・入選作品は、令和4年度「ひろしまの林業」の表紙に
使用します。その他の作品も、県民の緑化意識の啓発、高揚を

図るため、林業、環境緑化関係の広報資料として使用します。

応募作品の版権は、広島県林業改良普及協会に帰属するた

め、応募作品は返却されません。

特選。入選作品は、ネガ又はデータを提出していただきます。

イベント掲示板 (10月～12月 )

行  事  名
広島県緑化センター

秋のきのこ教室

10月 の自然探勝

シダの学習会

どんぐり教室

秋のバードウォッチング

つづらふじでカゴ作り

こども写生大会

松の手入れ (秋 )

第25回みどりの集い

ネイチヤーゲーム

自由工作塾

たね団子を作ろう

秋の写真教室

11月の自然探勝

整枝・剪定講座

クリスマスリース作り

第5回「四季の移ろい」写真コンテスト公開審査

粘土でサンタさんを作ろう

常緑広葉樹の見分け方

立石山トレッキング

県立もみのき森林公園

森のフェスティバル

三景園もみじまつり

絵画コンクール

アジサイリース作り講座

正月飾り作り講座

実  施  日
TEL 082‐ 899‐2811

10月 3日 (日 )

10月 14日 (木 )

10月 14日 (木 )

10月 17日 (日 )

10月 23日 (土 )

10月 24日 (日 )

10月 30日 (土 )

11月 2日 (火 )

11月 3日 (水・祝 )

11月 3日 (水・祝 )

11月 3日 (水・祝)・ 7日 (日 )

11月 3日 (水・祝)

11月 11日 (ラ )ヽ

11月 12日 (金 )

11月 23日 (火・祝 )

12月 5日 (日 )

12月 10日 (金 )

12月 12日 (日 )

12月 16日 (木 )

12月 17日 (金 )

TEL 0829‐ 77‐ 2011

料  金
広島市東区福田町

無 料
無 料

無 料
無 料

無 料

材料費1500円

無 料
無 料

―部有料

無 料

材料費1作品100円

材料費200円

無 料
無 料

無 料

材料費800円

無 料
材料費1000円

無 料
無 料

廿日市市吉和

一部有料

I +a (ffiFR) 
I

http://ryokka-c.jpl
自由参加

自由参加

自由参力0

要予約先着15名

自由参加

要予約先着15名

自由参加

要予約先着15名

自由参加

自由参加

自由参加

自由参加

要予約先着15名

自由参加

要予約先着20名

要予約先着30名

自由参加

要予約先着25名

自由参加

要予約先着15名

自由参力0

自由参加

要予約

要予約

lronse <el
広島県立中央森林公園   TEL 0848‐ 86‐ 9101  三原市本郷町

http://www. mom i noki .or.jp /
一部要予約

1森
のポランティス親子でビザ作り、0ケット教室森のネイチャーゲーム森のクラフト教室、自然観察等

http:〃 WWWoChuo‐ shinrin‐ koen.or.ip/

内 容

午前中|よ園内で自由にキノコの採集し、午後から学習室に持ち寄り鑑定 ※採集用の力」持参

散策路を歩きながら、植物の観察 ※ルーペ持参

散策路を歩きながら、シダ植物の観察 ※ルーペ持参

どんぐりのお話を聞き、どんくりを使つた遊びを体験

散策路を歩きながら、野鳥の観察 ※双眼鏡持参 雨天中止

室内にて、作り方を学びながら実践

午前中は屋外に出て自由に絵を描き、午後から公開審査※画材持参(画用紙以外)小学生以下対象

室内で基本講習後、屋外に出て実技指導 ※鋏。手鋸持参雨天中止

木工教室、寄せ植え教室、草花販売etc…家族で楽しめる催しが盛りだくさん

自然の中で遊ぼう

木の実や木の枝を使い、自由に作品作り 雨天中止

花の種を練り込んだ土でお団子作り 雨天中止

散策路を歩きながら、植物の撮影を学びます ※カメラ持参

散策路を歩きながら、植物の観察

室内で基本請習後、屋外に出て実技指導 ※鋏・手鋸持参見学不可

リースの作り方の講習後、実践 (直径40cin以下 )

室内にて、公開審査と全作品の講評を行う

粘土のサンタさん作りに挑戦 小学生以上対象

室内にて枝や葉つぱを使い、特徴や見分け方を学ぶ ※ルーペ持参

距離約2Kmに挑戦 ※雨具持参 雨天中止

期間中の土日はライトアップあり。

三景園の秋を描こう

三景園のアジサイを使つて

園内の松や梅を使つて正月花を生けよう

11月 5日 (金 )～23日 (火・祝)

11月 6B(土 )、 11月 13日 (土 )、 11月 20日 (土 )

11月 27日 (土 )

12月 25日 (土 )

一部有料

無 料

有 料

有 料

・ 1・

6

※新型コロナウイルス感染防止のため、イベント、研修会等を中止や延期する場合がありますので、ホームページやSNS等で最新の情報をこ確認ください。



緑
の
少
年
団
活
動
状
況

Ｌ
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Ｗ
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ｒ
ｔ
ｈ

ヨ
画
の
ど
り
の
少
年
団

翻
面
市
〕

常
石
み
ど
り
の
少
年
団
は
、
平
成
５
年
に

設
立
さ
れ
、
常
石
小
学
校
の
全
児
童
が
加
入

し
、
現
在
、
団
員
数
は
１
０
０
人
で
す
。
少

年
団
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
風
光
明
媚
む

福
山
市
沼
隈
町
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
の
あ

る
中
、
昨
年
度
は
、
次
の
よ
う
む
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

た

り
、

竹

や

廃

材
を
利
用
し
て
、

小

屋
や
遊
び

場

を

作

っ
た

り
、

射
的

で
遊

ん
だ

り
と
自

然

の
中

で
様

々

な
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

な

お
、

今

年

は
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
に

も
取
り
組
み
、
夏
に
は
満
開
の
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

栽
培
し
ま
し
た
。

最

初

は
、

思

う

が

ま
ま
に
畑
を

耕

し
、

種

を

植

え

る
な
ど

し

て

い

ま

し

た

が
、

う
ま
く
発
芽

せ

ず
、
失

敗

に
終

わ

っ
て
し
ま
う

場

面
も
あ
り
ま

し
た
。

そ

こ

で

地
域
に
出
か
け
、

う
ま
く
育

っ
て

い
る
畑
と
自
分

達

の
畑
を
比

べ

て

考

え

た

り
、

地
域

の
方

に
直

接

教
え

て
も
ら

っ
た
り
し
て
改
善
し
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
ク
ラ
ス
に
よ

っ
て
は
、
育
て
た
野

菜
を
参
観
日
に
保
護
者
へ
販
売
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。

ハ
閥
Ｈ
口
り

年
間
を
通
じ

た

活

動

と

し

て
、
栽
培
委
員

会

を
中

心

に
、

登
校
時
や
大
体

憩
を
利
用
し
て

花
壇
に
花
を
栽

培
す
る
と
と
も

に
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
に
バ
ン
ジ
ー
や
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
等
を
育
て
ま
し
た
。
育
て
た
パ

ン
ジ
ー
は
、
今
年
も
卒
業
式
で
飾
り
、
６
年

生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

休
耕
地

「常
石
パ
ー
ク
」
の
今
後
の
方
向

性
を
探
る
中
で
、数
千
キ
ロ
も
旅
す
る
蝶
「
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
の
飛
来
地
を
造
る
活
動
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ

「巻
き
割
り

ｔ
ａ
ｌ
」
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
方
々
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
き
、
「
ア

サ
ギ

マ
ダ
ラ
」
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

「
常
石
パ
ー

ク
」
を
活
用
し

て

「
ア
サ
ギ

マ

ダ
ラ
」
が
好
む

「
フ
ジ
バ
カ
マ
」

を

植

え
、
「
ア

サ
ギ

マ
ダ

ラ
」

の
飛
来
地
を
目

指
す
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
に

な

り

ま

し

た
。

昨
年
は
、
プ

ラ

ン
タ
ー
に

「
フ

ジ
バ
カ
マ
」
を

植
え
る
こ
と
か

ら
始
め
、
〈
フ
年
、

「
常
石
パ
ー
ク
」

に
植
え
替
え
ま

し
た
。

令
和
２
年
度
、

高
学
年
は
、
休
耕

地
を
借
り
受
け
、

自
然
に
親
し
み
な

が
ら
、
「
つ
く
る
」

を
テ
ー
マ
に
活
動

を
行
う
新
た
な
取

組
み
を
始
め
ま
し

た
。具
体
的
に
は
、

休
耕
地
を

「常
石

パ
ー
ク
」
と
名
付

け
、
子
ど
も
た
ち

は
、
雑
草
を
刈
リ

取
る
こ
と
か
ら
始

め
、
地
域
の
方
々

の
力

を

借

り

て

イ

モ
畑

を

作

っ

箇
困
胴
目
Ｖ

低
学
年
は
、
校
内
園
を
活
用
し
て
野
菜
作

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
自
分
達
で
育
て
て

み
た
い
野
菜
を
決
め
、
育
て
方
を
調
べ
て

盤
田

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
飛
来
地
を
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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広
島
県
緑
化
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
多
数
の
中
か
ら
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
！

ｎ
リ
Ｃ
陀
Ｃ

Q駆重③次
代
を
担
う
子
供
達
が
、
森
林
の
持
つ
役

割
、
緑
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
意
義

・
必
要

性
を
学
び
、考
え
る
き

っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

広
島
県
緑
化
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
を

昭
和
２８
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど

り
推
進
機
構
の
主
催
、
広
島
県
、
広
島
県
教

育
委
員
会
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
１
１
９
校
か
ら
２
２
７
８
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
９
月
１４
日
に
審
査
会
を
開
催
し
、

次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

（順
不
同
、
敬
称
略
）

◎

入

選

（広

島

県
教

育

委

員
会

賞

）

◆
小
学
校
の
部

深
山
　
葵
子

〈広
島
市
立
□
田
東
小
学
校
１
年
〉

梶
原
　
　
旭

〈福
山
市
立
西
小
学
校
２
年
〉

田
中
　
　
葵

〈広
島
市
立
牛
田
新
町
小
学
校
３
年
〉

松
田
　
若
奈

〈広
島
市
立
竹
屋
小
学
校
４
年
〉

杉
原
　
沙
和

〈広
島
市
立
比
治
山
小
学
校
５
年
〉

柳
田
　
采
香

〈府
中
町
立
府
中
北
小
学
校
６
年
〉

◆
中
学
校
の
部

本
坂
　
心
水

〈安
芸
高
田
市
立
吉
田
中
学
校
１
年
〉

森
原
佳
乃
子

〈福
山
市
立
千
年
中
学
校
２
年
〉

吉
田
　
麻
紗

〈近
畿
大
学
附
属
広
島
中
学
校
東
広
島
校
３
年
〉

◆
高
等
学
校
の
部

木
本
　
美
帆

〈広
島
県
立
廿
日
市
高
等
学
校
２
年
〉

◆
特
別
支
援
学
校
の
部

安
田
明
日
翔

〈広
島
県
立
沼
隈
特
別
支
援
学
校
高
等
部
２
年
〉

（］）仕
仕
施
＝
（公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
理
事
長
賞
）

◆
小
学
校
の
部

船
山
　
紗
良

伊
藤
香
野
子

田
中
　
　
葵

武
田
　
　
樹

甲
斐
　
百
佳

中
重
　
旺
祐

広
瀬
　
貫
汰

竹
野
祐

一
郎

武
田
　
壱
心

持
西
　
美
佑

西
川
　
未
歩

神
崎
　
玲
香

福
本
　
希
実

播
磨
　
土円
依

三
宮
　
華
保

松
田
　
大
和

門
脇
　
遼
幸

◆
中
学
校
の
部

望
月
　
心
結

〈広
島
市
立
庚
午
中
学
校
１
年
〉

鳥
居
莉
央
子

〈東
広
島
市
立
高
美
が
丘
中
学
校
１
年
〉

國
川
　
結
絆

〈海
田
町
立
海
田
西
中
学
校
１
年
〉

宋
　
　
侃
彦

〈福
山
市
立
鷹
取
中
学
校
２
年
〉

片
山
　
実
結

〈福
山
市
立
鷹
取
中
学
校
２
年
〉

佐
竹
　
南
穂

〈如
水
館
中
学
校
３
年
〉

長
谷
川
　
楓

〈広
島
市
立
庚
午
中
学
校
３
年
〉

佐
々
本
里
菜

〈広
島
県
立
二
次
中
学
校
３
年
〉

◆
高
等
学
校
の
部

杵
磨
　
美
咲

〈広
島
県
立
福
山
誠
之
館
高
等
学
校
２
年
〉

岩
崎
　
涼
乃

〈広
島
県
立
忠
海
高
等
学
校
２
年
〉

◆
特
別
支
援
学
校
の
部

菖
］船
「
　
基層
ヨ
Ｊ
〈広
島
県
立
福
山
北
特
別
支
援
学
校
高
等
部
３
年
〉

年
〈
・‐，一時
　
一友
帷
嘔
〈広
島
県
立
沼
隈
特
別
支
援
学
校
高
等
部
２
年
〉

◎
特
選

（広
島
県
知
事
賞
）

◆
小
学
校
の
部

金
石
　
千
和

〈広
島
市
立
伴
小
学
校
２
年
〉

◆
高
等
学
校
の
部

佐
藤
　
愛
恵

〈福
山
市
立
福
山
高
等
学
校
１
年
〉

◆
中
学
校
の
部

栗
山
　
　
花

〈広
島
市
立
城
山
北
中
学
校
２
年
〉

◆
特
別
支
援
学
校
の
部

＋
〈
彩
″
　
一春
〕樹
］

〈
広
島
県
立
廿
日
市
特
別
支
援
学
校
高
等
部
１
年
〉

〈府
中
市
立
国
府
小
学
校
１
年
〉

〈広
島
市
立
矢
野
西
小
学
校
１
年
〉

〈広
島
市
立
緑
井
小
学
校
１
年
〉

〈広
島
市
立
東
野
小
学
校
２
年
〉

〈広
島
市
立
観
音
小
学
校
２
年
〉

〈竹
原
市
立
大
乗
小
学
校
３
年
〉

〈三
原
市
立
西
小
学
校
３
年
〉

〈広
島
市
立
安
小
学
校
３
年
〉

〈広
島
市
立
牛
田
新
町
小
学
校
４
年
〉

〈広
島
市
立
本
川
小
学
校
４
年
〉

〈広
島
市
立
伴
南
小
学
校
４
年
〉

〈広
島
市
立
東
野
小
学
校
５
年
〉

〈尾
道
市
立
山
波
小
学
校
５
年
〉

〈広
島
市
立
東
野
小
学
校
５
年
〉

〈東
広
島
市
立
寺
西
小
学
校
６
年
〉

〈広
島
市
立
竹
屋
小
学
校
６
年
〉

〈福
山
市
立
伊
勢
丘
小
学
校
６
年
〉

■■
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〒730-8511広 島市中区基町 10-52県庁森林保全課内 丁EL082-513-4840
E― mall info@green_hiroshima.or.jp

ホームページ https://www.green_hiroshima.or.jp

支 部 事 務 局
広 島 市

呉   市
竹 原 市

三 原 市

尾 道 市

福 山 市

府 中 市

三 次 市

庄 原 市

大 竹 市

東 広島 市

廿 日市 市

広島市役所晨林整備課

呉市役所農林水産課

竹原市役所 建設課

三原市役所農林水産課

尾道市役所農林水産課

福山市役所農林水産課

府 中市役所 農林 課

三次市役所農政 課

庄原市役所林業振興課

大竹市役所産業振興課

東広島市役所農林水産課

廿日市市役所農林水産課

安芸高田市

江 田島市

府 中 町

海 田 町

熊 野 町

坂   町
安芸太田町

北広 島町

大崎上島町

世 羅 町

神石高原町

安芸高田市役所農林水産課

江田島市役所農林水産課

府 中町役場環境課

海田町役場都市整備課

熊野町役場農林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太田町役場産業観光課

北広島町役場震林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課

ケ
さ
び

公益社団法人広島県みどり推進機構
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